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は
じ
め
に

～
わ
た
し
た
ち
は
今
ど
ん
な 

　
　
　
状
況
に
置
か
れ
て
い
る
か

国
は
、
高
齢
者
を
対
象
と
し
た

現
在
の
地
域
包
括
ケ
ア
を
、
障
害

者
、
子
育
て
、
経
済
困
窮
な
ど
を

含
め
て
重
層
化
し
た
生
活
課
題
に

対
応
す
る
「
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス

テ
ム
」
に
転
換
さ
せ
る
と
し
て
い

ま
す
。
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム

の
実
態
は
、
対
象
を
高
齢
者
以
外

に
も
広
げ
「
全
世
代
・
全
対
象
」
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全
職
員
の
英
知
を
結

集
し
、
個
々
の
目
標
に
向

か
っ
て
構
造
転
換
を
進

め
て
い
き
ま
し
ょ
う
！ 専務理事

平賀　秀法

に
拡
大
し
、「
我
が
事
、
丸
ご
と
」

の
名
の
下
に
、
地
域
住
民
に
丸
投

げ
す
る
も
の
で
す
。

経
済
財
政
諮
問
会
議
で
は
「
都

道
府
県
の
総
合
的
な
ガ
バ
ナ
ン
ス

を
強
化
し
、
高
齢
化
に
よ
る
医
療

費
・
介
護
費
の
伸
び
を
抑
制
す
る
」

と
の
基
本
的
な
考
え
を
示
し
、
社

会
保
障
費
の
自
然
増
を
三
年
連
続

で
１
，
３
０
０
億
円
削
減
す
る
と

し
て
い
ま
す
。

超
高
齢
社
会
の
到
来
と
疾
病
動

向
の
変
化
に
よ
り
、自
ず
と
医
療
・

介
護
ニ
ー
ズ
の
変
化
が
起
こ
り
ま

す
。
現
在
の
医
療
提
供
体
制
の
再

編
は
避
け
て
通
れ
な
い
課
題
で
あ

り
、
事
業
所
と
し
て
の
「
生
き
残

り
」
だ
け
で
は
な
く
、
人
権
を
守

る
と
い
う
視
点
で
挑
戦
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

全
日
本
民
医
連
の
経
済
的
事
由

に
よ
る
手
遅
れ
死
亡
事
例
調
査
で

は
、
毎
年
50
人
以
上
が
亡
く
な
ら

れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
氷
山
の
一

角
で
あ
り
、
経
済
的
理
由
で
受
診

が
遅
れ
手
遅
れ
に
な
る
患
者
さ
ん

な
ど
、
格
差
と
貧
困
が
生
み
出
す

困
難
患
者
を
ど
う
救
い
上
げ
る
の

か
、
こ
う
い
っ
た
問
題
に
向
き
合

い
、
ニ
ー
ズ
を
掘
り
起
こ
し
、
患

者
に
な
れ
な
い
住
民
に
、
民
医
連

の
医
療
と
介
護
を
届
け
続
け
る
た

め
に
私
た
ち
が
ど
う
い
う
ア
プ

ロ
ー
チ
を
行
う
か
が
問
わ
れ
て
い

ま
す
。事
業
所
の
外
に
出
て
、様
々

な
問
題
に
目
を
向
け
る
活
動
が
重

要
で
す
。

２
０
１
７
年
度
上
期
決
算
の
特
徴

事
業
収
益
は
79
億
８
千
万
円
と

な
り
予
算
に
25
百
万
円
届
い
て
い

ま
せ
ん
。
外
来
と
介
護
収
益
の
未

達
が
影
響
し
て
い
ま
す
。
入
院
収

益
は
予
算
を
76
百
万
円
超
過
し
て

い
ま
す
が
、
事
業
所
別
に
見
れ
ば

坂
総
合
病
院
が
１
億
１
千
万
円
超

過
し
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
、
長

町
病
院
、
古
川
民
主
病
院
、
泉
病

院
は
、
予
算
比
・
前
年
比
で
い
ず

れ
も
横
ば
い
か
ら
未
達
の
状
況
で

す
。
外
来
収
益
は
一
貫
し
て
減
少

傾
向
に
あ
り
早
急
な
対
応
が
求
め

ら
れ
ま
す
。

事
業
費
用
は
78
億
円
と
予
算
を

１
億
３
千
万
円
下
回
っ
て
い
ま

す
。
し
か
し
、
人
件
費
と
委
託
費

は
予
算
を
下
回
っ
て
い
る
も
の

の
、
材
料
費
や
経
費
が
超
過
し
て

い
る
こ
と
は
重
く
受
け
止
め
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
当
期
利

益
は
２
億
１
千
万
円
、
予
算
を

１
億
２
千
万
円
上
回
り
、
期
末
資

金
残
高
は
２
億
５
千
万
円
ほ
ど
増

加
し
て
い
ま
す
。
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上半期の経営成績                                    （単位：百万円）

累計実績 予算 増減額 前年度実績 増減額
【事業収益】 7982 8007 ▲	 25 7820 162

入院収益 4627 4551 76 4385 242
外来収益 2187 2249 ▲	 62 2236 ▲	 49
介護収益 767 784 ▲	 17 785 ▲	 18

【事業費用】 7795 7920 ▲	 125 7901 ▲	 106
人件費 5064 5168 ▲	 104 5111 ▲	 47
材料費 891 881 10 894 ▲	 3
委託費 609 653 ▲	 44 633 ▲	 24

経費 714 699 15 712 2
減価償却費 310 310 0 351 ▲	 41

消費税 179 179 0 172 7
〔事業利益〕 188 87 101 ▲	 80 268
〔経常利益〕 209 86 123 ▲	 80 289
〔当期純利益〕 208 86 122 ▲	 133 341

下
期
に
向
け
た
視
点

２
０
１
８
年
度
は
、診
療
報
酬
・

介
護
報
酬
同
時
改
定
と
地
域
医
療

構
想
・
地
域
医
療
計
画
、
介
護
保

険
事
業
計
画
、
都
道
府
県
単
位
の

医
療
費
抑
制
化
計
画
が
同
時
並
行

で
進
め
ら
れ
ま
す
。
自
然
増
さ
え

削
減
を
は
か
る
社
会
保
障
解
体
政

策
の
下
で
、
収
益
を
増
や
す
こ
と

は
容
易
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
地
域

の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
こ
と
を
通
し

て
、
患
者
・
利
用
者
増
に
つ
な
げ

て
い
く
「
戦
略
的
な
」
取
り
組
み

を
進
め
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い

ま
す
。
患
者
利
用
者
の
追
い
出
し

を
は
か
る
誘
導
策
と
た
た
か
い
な

が
ら
、
医
療
と
介
護
の
質
の
向
上

い
う
側
面
か
ら
収
益
増
に
結
び
つ

け
る
取
り
組
み
に
挑
戦
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

私
た
ち
の
目
標
は
、
医
療
・
介

護
の
切
り
捨
て
に
対
し
て
、
患

者
・
地
域
住
民
と
共
同
し
て
た
た

か
う
と
と
も
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
ポ

ジ
シ
ョ
ニ
ン
グ
を
見
直
し
、医
療
・

介
護
活
動
を
活
性
化
さ
せ
経
営
を

安
定
さ
せ
強
化
し
て
い
く
こ
と
で

す
。
高
齢
者
に
対
す
る
医
療
・
介

護
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
重
視
し
、

経
営
改
善
と
一
体
の
も
の
と
し
て

そ
の
質
を
高
め
て
い
く
こ
と
が
重

要
で
す
。

目
標
に
向
か
う
た
め
の 

管
理
者
の
視
点

一
般
的
に
管
理
者
の
役
割
は
、

第
１
に
後
継
者
の
育
成
、
第
２
に

ビ
ジ
ョ
ン
と
中
長
期
の
展
望
づ
く

り
、
第
３
に
意
思
決
定
と
組
織
目

標
を
達
成
す
る
た
め
の
管
理
と
言

わ
れ
ま
す
。
職
員
の
力
を
引
き
出

す
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
力
を
高
め
、
法

人
が
掲
げ
る
理
念
と
直
面
す
る
課

題
に
つ
い
て
、情
勢
を
読
み
解
き
、

わ
か
り
や
す
く
職
員
に
伝
え
、
必

要
な
行
動
を
組
織
す
る
と
い
う
原

点
に
立
ち
返
っ
て
、
意
識
的
な
職

場
づ
く
り
と
職
責
者
の
養
成
、
職

員
の
成
長
や
や
り
が
い
を
高
め
て

い
く
こ
と
で
す
。

事
業
運
営
の
視
点

そ
れ
ぞ
れ
の
事
業
所
が
、医
療
・

介
護
活
動
の
実
際
と
到
達
点
、
地

域
分
析
を
進
め
、
自
分
た
ち
の
医

療
・
介
護
活
動
の
実
際
を
客
観
的

に
把
握
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
際
に
は
地
域
医
療
計
画
で

求
め
ら
れ
る
５
疾
患
５
事
業
、
在

宅
医
療
へ
の
対
応
な
ど
の
視
点
か

ら
、
事
業
所
の
機
能
、
担
う
役
割

な
ど
を
明
確
に
し
、
外
来
、
入
院
、

在
宅
、
保
健
予
防
、
介
護
、
総
合

事
業
、
住
ま
い
の
課
題
の
全
て
の

分
野
で
検
討
し
て
い
く
こ
と
に
な

り
ま
す
。
入
院
機
能
は
、
病
床
毎

の
デ
ー
タ
を
明
確
に
し
、
疾
患
構

成
、
日
当
点
、
手
術
件
数
や
リ
ハ

ビ
リ
実
施
数
等
か
ら
、
ど
の
機
能

の
病
床
に
該
当
す
る
の
か
客
観
的

に
評
価
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

無
差
別
・
平
等
の
地
域
包
括
ケ

ア
を
地
域
で
進
め
て
行
く
視
点

で
、
地
域
包
括
ケ
ア
病
床
を
ど
う

活
か
せ
る
か
、
ど
う
位
置
づ
け
ら

れ
る
か
な
ど
、
思
い
切
っ
た
病
床

転
換
と
今
後
の
病
床
規
制
の
動
き

を
見
据
え
た
選
択
を
戦
略
的
に
立

て
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

２
０
１
８
年
度 

予
算
編
成
に
向
け
た
視
点

２
０
１
７
年
度
以
降
の
借
入
金

返
済
額
は
５
～
６
億
円
程
度
の
水

準
で
推
移
し
ま
す
。
通
常
設
備
投

資
は
３
億
円
前
後
が
必
要
で
す
か

ら
、
資
金
源
泉
と
な
る
８
～
９
億

円
は
減
価
償
却
費
（
６
億
円
）
と

当
期
利
益
（
２
～
３
億
円
）
で
確

保
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ
れ

に
通
常
設
備
投
資
以
外
の
シ
ス
テ

ム
更
新
や
大
型
設
備
投
資
（
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
等
）
の
た
め
の
自
己

資
金
と
し
て
、
最
低
１
～
２
億
円

の
上
乗
せ
が
必
要
で
す
。
よ
っ

て
、
今
後
の
経
常
利
益
目
標
は
毎

年
５
億
円
を
目
指
す
こ
と
に
な
り

ま
す
。

患
者
の
減
少
傾
向
や
診
療
報
酬

の
実
質
的
な
引
き
下
げ
な
ど
の
環

境
の
も
と
で
は
、
収
益
増
だ
け
で

経
営
を
改
善

す
る
こ
と
は
困

難
で
す
。
人
件

費
、医
薬
品
費
、

材
料
費
、
委
託

料
、経
費
な
ど
、

あ
ら
ゆ
る
費
用

の
見
直
し
と
コ

ン
ト
ロ
ー
ル
が

不
可
欠
で
す
。

こ
の
目
標
に

向
か
っ
て
構
造

転
換
を
進
め

て
い
か
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ

ん
。
全
職
員
の

英
知
を
結
集

し
全
力
で
取

り
組
み
ま
し
ょ

う
。

事業収益 事業費用 経常利益
実績 予算 増減 実績 予算 増減 実績 予算 増減

坂 合 計 4494 4459 35 4334 4354 ▲	 20 162 89 73
長町合計 1265 1272 ▲	 7 1205 1248 ▲	 43 53 14 39
古 川 509 538 ▲	 29 539 542 ▲	 3 ▲	 19 5 ▲	 24

泉 750 779 ▲	 29 734 773 ▲	 39 13 4 9
診療所合計 319 326 ▲	 7 319 335 ▲	 16 0 ▲	 8 8
歯 科
合 計

163 158 5 151 153 ▲	 2 14 5 9

ケアＳＴ
合 計 475 470 5 462 459 3 14 10 4

南光台包括 6 6 0 22 22 0 0 ▲	 3 3
事 務 局 28 34 ▲	 6 ▲	 28 ▲	 29 1

事業所別損益（2017年4月～ 9月）　　　　　　　 　（単位：百万円）
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健
康
ま
つ
り

陽
射
し
が
ま
ぶ
し
い
秋
晴

れ
の
下
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
今
年
は
坂
総
合
病
院
、

ク
リ
ニ
ッ
ク
１
号
館
を
会
場

に
開
催
さ
れ
８
５
９
名
の
参
加
者
で
賑
わ
い

ま
し
た
。
駐
車
場
の
ト
ラ
ッ
ク
ス
テ
ー
ジ
を

用
い
た
中
央
ス
テ
ー
ジ
は
、金
管
楽
器
演
奏
、

民
謡
、
チ
ア
ダ
ン
ス
な
ど
が
ま
つ
り
を
盛
り

上
げ
、
会
場
の
都
合
で
例
年
よ
り
縮
小
せ
ざ

る
を
得
な
か
っ
た
模
擬
店
や
フ
リ
ー
マ
ー

ケ
ッ
ト
も
大
盛
況
。
病
院
で
は
健
康
チ
ェ
ッ

ク
や
ち
び
っ
こ
広
場
、こ
ど
も
薬
剤
師
体
験
、

そ
し
て
今
回
の
目
玉
企
画
で
あ
る
４
人
の
医

師
（
盛
口
佳
宏
医
師
、
佐
々
木
隆
徳
医
師
、

片
平
敦
子
医
師
、
松
田
好
郎
医
師
）
に
よ
る

リ
レ
ー
講
演
が
行
わ
れ
、
参
加
者
の
皆
さ
ん

は
熱
心
に
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。
友
の
会

各
サ
ー
ク
ル
や
病
院
患
者
会
の
紹
介
展
示
や

体
験
コ
ー
ナ
ー
、
運
動
療
法
施
設
「
の
び
の

び
」
の
体
験
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

第
39
回
み
や
ぎ
東
部
健
康
福
祉
友
の
会

9月10日 
859名

長
町
４
丁
目
蛸
薬
師
境
内
な
ど

を
会
場
に
開
催
さ
れ
、
１
０
０
０

名
を
超
え
る
参
加
者
で
に
ぎ
わ
い

ま
し
た
。
ス
テ
ー
ジ
は
恒
例
の
長

町
中
学
校
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
部
の
演
奏
で
始
ま
り
、
腹

話
術
や
マ
ジ
ッ
ク
、
サ
ー
ク
ル
や
ブ
ロ
ッ
ク
な
ど
の

バ
ラ
エ
テ
ィ
あ
ふ
れ
る
出
し
物
が
続
き
ま
し
た
。
ブ

ロ
ッ
ク
の
出
し
物
は
コ
ン
テ
ス
ト
形
式
。
４
つ
の
ブ

ロ
ッ
ク
が
熱
演
し
、「
豪
華
絢
爛
で
賞
」
な
ど
の
賞

が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
子
ど
も
コ
ー
ナ
ー
や
健
康
相
談

コ
ー
ナ
ー
に
も
た
く
さ
ん
の
来
場
者
が
。
フ
ィ
ナ
ー

レ
は
チ
ア
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
サ
ー
ク
ル
・
ク
ラ
ッ
プ
ス
。

雨
の
中
で
し
た
が
元
気
な
子
ど
も
た
ち
の
ダ
ン
ス
と

掛
け
声
に
、
会
場
が
拍
手
と
歓
声
で
一
体
と
な
っ
て

終
了
し
ま
し
た
。
台
風
接
近
で
開
催
は
当
日
朝
ギ
リ

ギ
リ
の
判
断
と
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
予
想
以
上

に
多
く
の
方
に
足
を
お
運

び
い
た
だ
き
ホ
ッ
と
し
て

お
り
ま
す
。

病
院
駐
車
場
で
開
催
。
晴
天

に
も
恵
ま
れ
、
１
０
０
０
名
を

超
え
る
参
加
者
を
迎
え
ま
し
た
。

メ
イ
ン
ゲ
ス
ト
と
し
て
、
シ
ン

ガ
ー
ソ
ン
グ
ラ
イ
タ
ー
の
「
き
た
が
わ
て
つ
」
さ
ん

が
平
和
を
中
心
と
し
た
歌
と
ト
ー
ク
で
会
場
を
魅
了

し
ま
し
た
。
舞
台
で
は
、
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
を
飾
っ
た

古
二
小
の
子
ど
も
た
ち
に
よ
る
二
小
ソ
ー
ラ
ン
や
ゆ

い
ま
ー
る
宮
城
エ
イ
サ
ー
会
に
よ
る
歌
と
踊
り
で
大

い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。
第
二
部
の
演
芸
発
表
で

は
会
員
、
職
員
に
よ
る
唄
、
踊
り
な
ど
、
参
加
者
も

一
緒
に
な
っ
て
楽
し
み
ま
し
た
。
無
料
体
験
コ
ー

ナ
ー
の
頸
動
脈
エ
コ
ー
、
骨
密
度
測
定
、
自
己
血
糖

測
定
、
簡
易
物
忘
れ
度
チ
ェ
ッ
ク
も
盛
況
で
し
た
。

ち
び
っ
こ
薬
剤
師
体
験
や
ち
び
っ
こ
広
場
に
は
、
家

族
で
の
来
場
者
も
目
立
ち
ま
し
た
。
絵
手
紙
、
健
康

吹
き
矢
、
ハ
ン
ド
マ
ッ

サ
ー
ジ
も
好
評
。
友
の

会
バ
ザ
ー
や
模
擬
店
も

賑
わ
い
ま
し
た
。

第
26
回
仙
台
南
健
康
友
の
会

30
回
大
崎
健
康
福
祉
友
の
会
古
川
支
部

9月17日 
1000名超

10月1日 
1000名超

きたがわてつさん
の平和のうたごえ

ゆいまーる宮城エイサー会の演奏

大盛況の健康相談コーナー

にぎわう出店コーナー

各
地
域
で
大
盛
況
！

友
の
会

フィナーレはチアリーディング

かわいいチアダンス
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や
く
ら
い
文
化
セ
ン
タ
ー
で
開
催
し
４
５
０
名
が
参
加
。
記

念
講
演
は
３
・
11
震
災
時
に
南
三
陸
町
の
方
た
ち
が
中
新
田
交

流
セ
ン
タ
ー
に
避
難
し
、
そ
の
後
南
三
陸
の
語
り
部
と
し
て
活

動
し
て
い
る
後
藤
一
磨
さ
ん
に
「
東
日

本
大
震
災
が
教
え
て
く
れ
た
も
の
」
と

題
し
て
話
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
友

の
会
も
「
お
茶
っ
こ
飲
み
会
」
で
関
わ

り
ま
し
た
。
特
別
出
演
は
、
凌
雲
演
舞

太
鼓
の
皆
さ
ん
に
よ
る
「
す
ず
め
踊
り
」、

声
楽
家
（
オ
ペ
ラ
歌
手
）
喜
久
間
あ
や

さ
ん
の
歌
は
会
場
を
魅
了
し
ま
し
た
。

第
２
部
は
、
広
原
小
学
校
金
管
バ
ン
ド

の
マ
ー
チ
ン
グ
で
華
や
か
に
幕
を
開
け

ま
し
た
。
会
員
に
よ
る
お
楽
し
み
発
表

会
は
、
歌
も
踊
り
も
プ
ロ
顔
負
け
の
出

来
栄
え
で
、
文
化
水
準
の
高
さ
に
会
場

か
ら
拍
手
喝
采
が
。「
い
が
っ
た
！
い

が
っ
た
！
」
参
加
者
の
皆
さ
ん
の
顔
が

生
き
生
き
と
輝
き
、
満
足
し
な
が
ら
帰

路
に
つ
き
ま
し
た
。

本
小
牛
田
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
に
４
０
０
名
が
集
い
開

催
し
ま
し
た
。
記
念
講
演
は
「
認
知
症
の
理
解
と
予
防
」
と
題

し
て
、
坂
総
合
病
院
認
知
症
認
定
看
護
師
阿
部
育
実
さ
ん
に
話

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
認
知
症
の
備
え
と
予
防
が
重
要
で
、
正
し
く
理
解
す

る
こ
と
が
一
番
の
近
道
と
話
さ
れ
ま
し
た
。
特
別
出
演
は
、
ゆ
い
ま
ー
る
宮
城

エ
イ
サ
ー
会
の
み
な
さ
ん
に
よ
る
沖
縄
「
古
典
エ
イ
サ
ー
」
が
披
露
さ
れ
、
ア

ン
コ
ー
ル
も
出
る
ほ
ど
の
盛
り
上
が
り
で
し
た
。
昼
食
休
憩
は
ど
の
模
擬
店

も
大
賑
わ
い
で
「
完
売
」
続
出
。
午
後
の
部
は
会
員
さ
ん
の
楽
し
い
演
芸
発

表
が
あ
り
、
最
後
は
全
員
参
加
し
て
の
大
抽
選
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
健
康

診
療
所
近
く
の
パ
レ
ス
宮
城
野
会
館
で
、
約
１
０
０
名
が
参

加
し
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
第
１
部
は
、
所
長
の
斎
藤
慶
史
先
生

が「
腎
臓
に
つ
い
て
」の
テ
ー
マ
で
講
演
。カ
リ
ウ
ム
の
話
で
は
、

多
く
の
質
問
が
あ
り
、
関
心
の
深
さ
が
う
か
が
わ
れ
ま
し
た
。
セ
ン
タ
ー
長
の

広
瀬
先
生
は
、
石
炭
火
力
の
仙
台
市
の
現
状
の
お
話
を
し
ま
し
た
。
休
憩
時
間

は
、
各
コ
ー
ナ
ー
巡
り
の
時
間
で
、
健
康
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
血
管
年
齢
測
定

や
脳
機
能
検
査
が
好
評
。
友
の
会

コ
ー
ナ
ー
で
は
、
３
人
の
新
会
員

さ
ん
を
迎
え
ま
し
た
。
作
品
展
示

コ
ー
ナ
ー
で
は
、
力
作
の
手
作
り

品
、
絵
手
紙
、
野
菜
、
草
鞋
、
ま

た
鉱
石
、
甲
冑
が
飾
ら
れ
ま
し
た
。

第
２
部
は
演
芸
大
会
で
、
お
琴
、

歌
謡
曲
と
フ
ラ
ダ
ン
ス
、
オ
カ
リ

ナ
演
奏
、
太
極
拳
、
ク
ラ
リ
ネ
ッ

ト
演
奏
で
大
変
盛
り
上
が
り
、
参

加
者
全
員
に
よ
る
合
唱
で
締
め
ら

れ
ま
し
た
。
大
抽
選
会
で
は
、
た

く
さ
ん
の
商
品
で
盛
り
上
が
り
ま

し
た
。

若
林
区
の
六
郷
市
民
セ
ン
タ
ー
で
開
催
。
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
は

地
元
の
小
学
生
の
チ
ア
ガ
ー
ル
、
切
れ
の
い
い
元
気
い
っ
ぱ
い

の
踊
り
。
舞
台
で
は
、サ
ー
ク
ル
発
表
、生
き
生
き
教
室
の
方
々

の
手
話
と
歌
、
脳
ト
レ
、
太
極
拳
な
ど
。
ひ
孫
か
ら
お
っ
ぴ
さ
ん
ま
で
、
家
族

全
員
参
加
の
舞
台
は
、
ほ
の
ぼ
の
と
し
笑
い
が
溢
れ
て
い
ま
し
た
。
健
康
コ
ー

ナ
ー
は
、
骨
密
度
測
定
、
健
康
相
談
、
子
ど
も
た
ち
の
薬
剤
師
体
験
、
ハ
ン
ド

マ
ッ
サ
ー
ジ
。
初
め
て
の
試
み
で
「
ゆ
っ
た
り
サ

ロ
ン
コ
ー
ナ
ー
」
も
。
手
芸
教
室
な
ど
約
10
の
サ
ー

ク
ル
を
水
戸
部
先
生
自
作
の
ス
ラ
イ

第
18
回
大
崎
健
康
福
祉
友
の
会
加
美
支
部

第
12
回
大
崎
健
康
福
祉
友
の
会
遠
田
支
部

第
23
回
錦
町
診
療
所
健
康
友
の
会

第
16
回
若
林
健
康
友
の
会

10月8日 
450名超

10月15日 
400名

10月14日 
約100名

10月15日 
374名

来賓ごあいさつ

語り部の後藤一磨さんの
講演

会場風景

金管バンドのマーチング
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文字甚句の踊り

賀
茂
神
社
大
駐
車
場
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
当
日
は
台
風
の

接
近
で
雨
と
な
り
長
命
太
鼓
、
泉
館
山
高
校
吹
奏
楽
部
の
演
奏

は
中
止
と
な
り
ま
し
た
。
中
央
ス
テ
ー
ジ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

変
更
、
予
定
通
り
10
時
開
会
、
予
定
よ
り
早
め
に
閉
会
し
ま
し
た
。
雨
の
中
、

７
０
０
名
を
超
え
る
人
が
参
加
し
て
く
れ
ま
し
た
。
写
真
で
健
康
ま
つ
り
の
様

子
を
紹
介
し
ま
す
。
中
野
神
楽
（
栗
原
市
指
定
無
形
民
俗
文
化
財
）
岩
手
県
一

関
の
山
谷
神
楽
を
習
得
し
た
者
が
農
業
の
手
伝
い
で
中
野
地
区
に
来
て
い
た
時

に
伝
授
さ

れ
た
。
明

治
５
年
、

佐
竹
幸
吉

が
中
野
神

楽
初
代
と

し
て
創
立

し
、
現
在

の
代
表
は

佐
竹
正
義

で
す
。

10
月
22
日
（
日
）
台
風
の

影
響
で
雨
模
様
の
な
か
、
約

２
５
０
人
の
方
々
に
参
加
し

て
頂
き
ま
し
た
。
恒
例
の
お

に
ぎ
り
や
豚
汁
も
美
味
し

く
、
今
年
は
玉
こ
ん
に
ゃ
く

や
が
ん
づ
き
の
販
売
も
行
な

い
、
完
売
と
な
り
ま
し
た
。

唄
や
踊
り
、
職
員
の
出
し
物

な
ど
演
芸
も
皆
さ
ん
に
楽
し

ん
で
い
た
だ
け
た
と
思
い
ま

す
。
ま
た
、
10
月
か
ら
赴
任

し
た
中
澤
事
務
長
に
は
『
頸

動
脈
エ
コ
ー
』
を
担
当
し
て

も
ら
い
、
約
50
人
の
方
に
体

験
し
て
頂
き
大
好
評
で
し

た
。
お
天
気
が
良
か
っ
た
ら

…
と
も
思
い
ま
し
た
が
、
無

事
に
開
催
す
る
こ
と
が
で
き

て
安
心
し
ま
し
た
。

第
21
回
泉
病
院
友
の
会

く
り
は
ら
健
康
福
祉
友
の
会

10月22日 
700名超

10月22日 
約250名

チ
ェ
ッ
ク
コ
ー
ナ
ー
も
大
盛
況
で
し
た
。
展
示

コ
ー
ナ
ー
も
素
晴

ら
し
い
作
品
に
彩

ら
れ
、
多
く
の
方

が
見
入
っ
て
い
ま

し
た
。
来
年
も
元

気
で
お
会
い
し
ま

し
ょ
う
。

ド
と
模
造
紙
で
紹
介
、「
や
っ
て
み

た
い
な
」
と
い
う
声
も
聞
か
れ
ま
し

た
。
恒
例
の
無
料
激
う
ま
ト
ン
汁
は

今
年
も
大
好
評
。
２
年
ぶ
り
に
出
演

の
、
地
元
東
高
校
の
吹
奏
楽
部
45
名

の
演
奏
は
若
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
い
っ

ぱ
い
で
し
た
。
最
後
の
「
お
楽
し
み

抽
選
会
」
は
地
元
の
新
米
２
ｋ
ｇ
や

若
林
ク
リ
ニ
ッ
ク
賞
、
つ
ば
さ
薬
局

賞
。
あ
ち
こ
ち
で
歓
声
が
あ
が
り
ま

し
た
。

全員で指の体操

阿
部
育
実
さ
ん
が

記
念
講
演

生き生き教室のみなさん
合唱で盛り上がる

オープニングは小
学生のチアガール

中野神楽の舞

盛り上がる
会場
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� ケアステーションしおかぜ 永井　知枝

自分のペースで体を
� 動かすことを続けたい

ケアステーションスタッフ

筋トレ中のスタッフ

「ランニング」、「やりましょう！」から

早いもので今年もあと１ヶ月ちょっと
となりました。
去年の院内報・年女特集で「趣味と
いえるものを作りたい」と抱負を述べ
ました。
その後、職場の宴会の席で「ランニ
ング」の話題になり流れで「やりましょ
う！」と。酒の席の話と思っていたら後
日、「やらないんですか？」と聞かれ…
言わなきゃ良かったと後悔しました。

まず、シューズとウェアを買い、やらないといけない状況にして近くの小学校の校庭を１周してみ
ました。100ｍもないのに息が上がり足はガクガクするし、こんなに走られなくなったのかとショッ
クでした。

松島ハーフマラソン・復興マラソンを完走、ハーフマラソンにも挑戦予定

目的もなくただ走るのは長続きしないので、走られないくせに松島ハーフマラソンの５㎞の部に
エントリーし、そこから、２、３日おきに走る距離を少しずつ延ばし３ヶ月半後のマラソン大会で
は時間内に完走することができました。
以前は「走る人の気が知れない、苦しいのに何が楽しいんだろう」と思っていたのですが完走
すると達成感があり、次はもう少し長い距離に挑戦しようと欲が出てきます。
また、街並みや季節の移り変わりを感じることも魅力かも知れません。
最近は復興マラソンの６㎞に参加し完走できました。
復興マラソンではおじいちゃん、おばあちゃんが縁石に腰掛け手を振ってくれたり、近所の方々
とタッチしたり、たくさんの方々が応援してくれました。
大人になり年を重ねると応援してもらうことは少なくなる気がします。「応援してもらうっていいか
も」と思いました。私も何かに一所懸命に取り組んでいる人に対して声を出して応援したいなと感

じました。

職場では男子職員はマッスルクラブ（私が勝手
にそう呼んでいる）で昼休みに筋トレをしており、
マラソン大会に参加する人もいます。もう少しする
と職場でラジオ体操も始まります。来年は、ハー
フマラソンに挑戦する予定です。
ストレス解消になるように自分のペースで体を
動かすことを続けていけたらと思っています。
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